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製造業向けＥＲＰ／ＳＣＭソリューション 

 

 

 

要 旨 

昨今の企業を取り巻く経営環境はますます厳しくなり、

事業スピード、価格競争、納期など全ての面で優位性を保

たれなけば競争に勝ち抜くことが難しい状況となってい

る。 

近年、上記を目的として企業内最適化を目指したＥＲＰ

（ＥＲＰ：Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｐ

ｌａｎｎｉｎｇ）の世界から、企業間を含めた経営環境の

最適化（ＳＣＭ：Ｓｕｐｐｌｙ Ｃｈａｉｎ Ｍａｎａｇ

ｅｍｅｎｔ）へ向けた機能実現、さらにはｅビジネスへの

展開を目指す企業が増加している。 

三菱電機では、ＥＲＰパッケージＳＡＰ(注1) Ｒ／３(注1)

を活用したＥＲＰ事業を１９９６年から開始している。Ｓ

ＡＰ Ｒ／３は、１９９２年にドイツから日本に上陸後、

毎年、機能拡大、機能向上、操作性向上などを行い、    

２０００年のリリース４．６Ｃ以降では、インターネッ

ト、ｅビジネス対応のソフトウエア（ｍｙＳＡＰ．ｃｏｍ
(注1)）の発売も開始し、ＥＲＰ／ＳＣＭ分野で確固たる地位

を築いている。 

三菱電機のＥＲＰ／ＳＣＭソリューションは、自ら大手

製造業としてＲ／３を導入した経験とノウハウの結集であ

り、国内製造業が真のグローバル対応や更なる効率向上を

達成するための解決策となる。今後、ユビキタス社会に向

け、企業情報システムは「いつでもどこでも」必要な情報

を与えたり、取り出し活用出来るように進化するであろ

う。三菱電機では、この企業情報システムを、「スピーディ

ーに」「安全に」構築できるトータルソリューションの提供

を目指している。 

 

 

ＳＡＰ Ｒ／３を核としたＥＲＰ／ＳＣＭソリューション全体図 
三菱電機のＥＲＰ／ＳＣＭソリューションは、ＥＲＰパッケージＳＡＰ Ｒ／３を核とした基幹系業務機能構築をベースに各業務運用に必要とな
る周辺システムを構築し、これらシステムとＲ／３とを有機的に結合させる情報連携インタフェースにより企業全体が統合的にかつリアルタイム
に運用可能となるＥＲＰ／ＳＣＭシステムの提供を目指している。 また、今後のｅビジネス展開に必要な仕組み作りにも注力している。 

※三菱電機インフォメーションシステムズ(株)  ※※三菱電機インフォメーションテクノロジー(株) 

※※※三菱電機情報ネットワーク(株) 
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１．ま え が き 

サプライチェーン全体を効率化するためには、各々の企

業が正確な情報をリアルタイムに提供できなければなら

ず、それを実現する基幹系業務システムが必要である。Ｅ

ＲＰの導入に各企業が取り組み始めて数年が経つが、大企

業では普及したこれらのシステムも、中堅・中小企業では

十分に普及しているとは言えない。 

三菱電機では「Speed＆Collaboration」をコンセプトと

して、中堅・中小も含めた製造業各企業がＥＲＰ／ＳＣＭ

システムを効率的・効果的に導入するためのソリューショ

ンを提供してきた。 

本論文では、これらに関する具体的な三菱電機のＥＲＰ

／ＳＣＭソリューションの内容について紹介する。 

２．ＥＲＰ／ＳＣＭ事業への取り組み、狙い 

2.1 自社内Ｒ／３導入によるノウハウの蓄積 

三菱電機社内では、ＳＡＰ Ｒ／３を利用した社内への

ＥＲＰ導入を１９９５年から国内工場の生産管理を中心と

して開始した。しかし当時のＲ／３は、まだ生産管理の標

準機能が弱く、その上、Ｒ／３技術者も少なかったため、

かなりの部分を追加開発（アドオン）し、システム構築に

手間と時間を要した。 

しかし、ここで苦労した経験、導入ノウハウ（開発技術 

移行技術、運営技術など）が以降の社内Ｒ／３導入、及

び現在のＥＲＰ／ＳＣＭ（外販）事業に生かされている。 

2.2 ＥＲＰ／ＳＣＭ事業（外販）への取り組み 

三菱電機では、社内Ｒ／３導入をきっかけとして１９９

６年にＥＲＰ事業（外販）を開始した。その後約６年が経

過したが、現時点迄の事業としてのＲ／３社外導入実績は

３５社を越えている。１９９８年にＲ／３テンプレートＭ

ＥＬＥＢＵＳ(注2)の初版が完成し、２００２年の第５版で

はｅビジネスへの対応と共に中堅・中小企業にもＥＲＰシ

ステムを導入し易くするＥＲＰ短期導入手順を確立した。

三菱電機におけるＥＲＰ化及びＥＲＰ事業の変遷を図１に

示す。 

2.3 生産管理を中心とした導入実績、導入ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ 

三菱電機が最初に自社内工場へＲ／３生産管理を導入

した時、Ｒ／３標準機能に不足事項（製番管理、有償支

給、外注管理などの日本特有機能）が多かったが、ＳＡＰ

社へＤＲＱ（ＤｅｓｉｇｎＲｅｑｕｅｓｔ）を提出した結

果、それらがＲ／３リリース４．６Ｃで標準仕様として取

り入れられ、Ｒ／３が日本企業の生産管理に充分追随でき

るようになった。 

三菱電機は、この新機能に対応したＲ／３テンプレー

ト機能の開発と、社内外での生産管理を中心としたシステ

ムインテグレーションの実績等により、生産管理を中心と

したビッグバン対応のＲ／３システム導入技術が充実し

た。現在はこれを当社の強みとして売込みを図っている。 

2.4 Ｒ／３を核とした幅広いソリューション 

三菱電機では、Ｒ／３を核とした基幹系システムと各業

務運用に必要な周辺システムの構築、及びこれらをリアル

タイムに結合するしくみを利用者に提供している。 

三菱電機が提供するＥＲＰ／ＳＣＭソリューションの事

例を以下に示す。 

（１） Ｒ／３テンプレ－トＭＥＬＥＢＵＳ 

（２） 設計業務と基幹系業務の統合 

（３） サプライチェーン計画業務と基幹系業務の統合 

（４） ｅビジネスを実現するＢｔｏＢ機能 

３．ソリューションの特徴、事例 

3.1 Ｒ／３テンプレートＭＥＬＥＢＵＳご紹介 

（１） Ｒ／３テンプレートの狙い 

システム構築の計画・要求定義段階において、業務への

適合分析等を行うときには、書面での検討だけでなく、ビ

ジブルに機能確認できるＲ／３利用環境が必要である。 

しかし、この環境を作るには、Ｒ／３の事前設定（約

１万件ほど有る機能ブロックから必要なものを選択し、企

業構造、パラメータ設定、マスタ準備、モジュール間の整

合性確認などを行う作業）が必要で、従来のＥＲＰプロジ

ェクトでは、この作業に数ヶ月を要していた。 

Ｒ／３テンプレートＭＥＬＥＢＵＳ導入により、すぐに

利用できるＲ／３標準システム環境を利用者に提供でき

る。Ｒ／３テンプレートＭＥＬＥＢＵＳは、特にシステム

構築の最初のステップ（計画・要求定義）の大幅な期間短

縮を図ることを狙いとし、最終的には、全体工程短縮、コ

ストミニマムを目標としている。 

（２） ＭＥＬＥＢＵＳの概要 

ＭＥＬＥＢＵＳは、生産管理（ＰＰ）を中心としたロジ

スティクス系と会計系の全モジュール（（３）を参照）の

パラメータが設定済のＲ／３システムと、ｅビジネス対応

ｍｙＳＡＰ．ｃｏｍのモジュールであるサプライチェーン
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図１．三菱電機のＥＲＰ化及びＥＲＰ事業の変遷
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図２．三菱電機のR/3テンプレートMELEBUS    進化の過程

MELEBUS第４版
( 2001年)

○ 企業間取引多様化への対応力強化
○ テンプレート適用業務範囲の拡充

基幹系R/3ｿﾘｭｰｼｮﾝ強化

MELEBUS 
第１版 (1998年) 
第２版 (1999年)
第３版 (2000年) 

○ 全生産形態に対応した機能実現
○ 製番管理、外注管理、等日本機能の実現
○ PSﾓｼﾞｭｰﾙを使用した受注生産機能実現
○ 原価管理機能の実現（収益性分析他）
○ R/3連携ソリューションの実現

R/3を核としたﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ

　MELEBUS第５版　　　
(( 20022002年年)) 〇MELEBUSレパートリ拡大（mfg、FS、BMAS）

○ NewDimension対応（SCP,SRM,CRM,PLM）
○ ERPシナリオ拡充、導入方法論の整備

SCMｿﾘｭｰｼｮﾝを中心としたE-ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑへ

図３．Ｒ／３生産計画／管理（ＰＰ）での全生産形態への対応
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●ステップ１～２（計画・要求定義）にてＭＥＬＥＢＵＳを適用
　して集中業務設計
●プロジェクト開始後３ヶ月でシステム設計（要求定義）が完了
●プロジェクト開始後６ヶ月でシステム運用環境構築が完了

　某社ＥＲＰシステム構築プロジェクト事例

図４．ＥＲＰプロジェクトでのＭＥＬＥＢＵＳの適用事例

構築タイプ 構築ステップ 作業項目（大区分）

Ｒ／３システム
構築手順

ステップ１ 計 画 （ｼｽﾃﾑ構築計画全般）

ステップ２ 要求定義 （ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ評価、ＦｉｔＧａｐ分析評価、等）

ステップ３ 設計・製作（一次ﾌﾟﾛﾄ、ｼｽﾃﾑ試験、移行設計、等）

ステップ４ 運用環境構築（移行準備、運用試験、等）

ステップ５ 本稼動（２００２／１）とサポート

期間

３ヶ月

２ヶ月

１ヶ月

６ヶ月システム構築期間

短期導入（６ヶ月）Ｒ／３ビックバンシステム（フルモジュール適用）

 

計画機能（ＡＰＯ）、プロダクトライフサイクル管理機能

（ＰＬＭ）、サプライヤーとのＢｔｏＢ機能（ＳＲＭ）な

どのソリューションで構成されている。 

ＭＥＬＥＢＵＳは、１９９８年の発売開始から毎年改良

開発を行い、最新の第５版は２００２年にリリースされた

最新のｍｙＳＡＰ．ｃｏｍ対応版である。 

ＭＥＬＥＢＵＳ各版の特長と機能を図２に示す。 

（３） ＭＥＬＥＢＵＳの詳細仕様 

ＭＥＬＥＢＵＳの設定内容は以下のとおりである。 

(a)パラメータ設定の内容 

・ベーシスの設定（リリース４．６Ｃ対応） 

・企業の組織・会計構造の設定 

・Ｒ／３モジュールのパラメータ設定 

   ○販売管理(SD : Sales Distribution) 

   ○生産計画／管理(PP : Production Planning) 

   ○在庫／購買管理(MM : Material Management) 

   ○財務会計(FI : Financials) 

   ○管理会計(CO : Controlling) 

○プロジェクト管理(PS : Project System) 

 ・ロジスティクスと会計との連携の設定 

   （自動仕訳機能、製造と原価の連携設定など） 

 ・ｍｙＳＡＰ．ｃｏｍ対応モジュールのパラメータ設定 

   ○サプライチェーン計画 

（APO: Advanced Planner and Optimizer） 

   ○プロダクトライフサイクル管理 

（PLM:Product Lifecycle Management） 

   ○サプライヤー連携管理 

（SRM:Supplier Relationship Management） 

   ○カスタマー連携管理 

（CRM: Customer Relationship Management） 

(b)サンプルデータの内容 

 ・品目マスタ、部品表マスタ（1/10モデル） 

 ・得意先マスタ、仕入先マスタ、他 

（４） ＭＥＬＥＢＵＳの適用業務機能 

ＭＥＬＥＢＵＳは（３）の設定内容とサンプルデータを

使用して、下記に示すシナリオで業務機能が利用できる。 

ＭＥＬＥＢＵＳの適用業務機能を以下に示す。 

(a)販売・生産形態 

 ・受注生産、繰返・見込生産、半見込生産 

（サプライチェーン計画として需要予測・計画、 

需給調整、詳細生産計画、納期回答が可能） 

(b)外注管理、資材支給方法 

 ・品目外注（無償、有償支給）工程外注（無償支給） 

(c)資材調達形態（品目別調達形態） 

 ・所要量計画による調達、個別調達共サポート 

（直接材・間接材共に電子購買可能） 

(d)原価計算方式 

 ・標準原価計算（製番機能では製番別積上計算） 

 特に、Ｒ／３生産計画/管理（ＰＰ）における業務の

適用では、全生産形態をサポートしている（図３）。 

（５） ＭＥＬＥＢＵＳの適用事例 

ＭＥＬＥＢＵＳは、主としてＲ／３システム構築手順のス

テップ１～２（計画・要求定義の場面）で利用される。 

 ２００１年１２月にリリースされたＭＥＬＥＢＵＳ第４

版での適用事例を図４に示す。この事例では、約３ヶ月で

計画・要求定義が完了し、その後のステップでもＭＥＬＥ

ＢＵＳを活用し、６ヶ月間という短期間で、ＥＲＰシステ

ムの運用環境構築まで完了している。 

3.2 設計業務と基幹系業務の統合 

本ソリューションは、製品ライフサイクルにおけ

る量産前段階である設計／試作段階（設計部門シス

テム）と量産段階（基幹系システム）以降の統合・

情報共有を行い業務効率化を狙うものであり、ｍｙ



4／4 

製品製品

MELEBUS製造(株)
MELEBUS(株)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ製造会社 販売会社

MELEBUS工業(株)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ製造/部品製造子会社

中京第一工場
中京第一工場

東京営業所
東京営業所

中京第二工場中京第二工場

大阪工場
大阪工場

：得意先：得意先

需要計画

受注グローバル
ATP

在庫確認

在庫確認

在庫確認

在庫確認

生産計画/詳細計画

生産計画
/詳細計画

生産計画
/詳細計画

需給連鎖計画

0
50
100

1
月
2
月
3
月

鎌倉 名古屋 大阪

的確な需要
予測を生産
計画へ接続

中長期生産計
画を詳細計画
へ展開

実績データを
基に需要予測

実績データ

制約条件を考
慮した供給計画

サプライチェー
ン全体の利用
可能在庫確認

各工場での作業
スケジュールの
最適化

図６．サプライチェーン計画業務（ｍｙSAP　APO）

R/3（FI） EBP

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ

ｻﾌﾟﾗｲﾔｻﾌﾟﾗｲﾔ

購買発注未確定債務

買掛金

入庫

請求

電子
カタログ

営業担当

請求担当

出荷

ショッピングカートショッピングカート
作成作成

図７．ｅビジネスでのBtoB機能　SRM（ｍｙSAP　SRM：EBP）

図５．製品ライフサイクル管理　P L M（ｍｙS A P　P L M）

図面情報図面情報 品目情報品目情報

図面情報図面情報 品目情報品目情報

部品表部品表

部品表部品表

ライフサイクル情報管理ライフサイクル情報管理

設計／試作段階からの情報共有

製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

企　画

設　計

試　作

量　産

販　売

サービス

 

ＳＡＰ．ｃｏｍ対応のＰＬＭ機能を活用して業務改

善を実現している（図５）。 

（１）製品開発初期段階からの情報一元管理によ

り、部門間で正確な情報共有 

（２）インターネットを経由しての得意先との仕様

の共有や協力企業とのコラボレーション 

（３）開発予算／コストの管理、進捗管理 

 ＰＬＭは製品ライフサイクル全般をサポートする

ものである。設計用、生産用及び販売用の品目情

報、部品表ではそれぞれ目的、用途が異なるため、

Ｒ／３テンプレートとして情報連携をどこまでとっ

ておくかの課題があり、本機能を実現するに当って

は、まず基本的な機能の実現を行った。 

 今後は、上記課題をクリヤするための検討を継続

し、機能向上を図る予定である。 

3.3 サプライチェーン計画業務と基幹系業務の統合 

本ソリューションは、ｍｙＳＡＰ．ｃｏｍ対応のＡＰＯ機

能を活用して、実行系システムであるＲ／３との統合によ

るリアルタイムのデータ授受により、以下の業務改善を実

現している（図６）。 

（１）的確な需要予測による顧客満足度の向上  

（２）部門、工場、会社間の垣根を越えたサプライチェー

ン全体の計画立案  

（３）物流環境などの制約条件を考慮した実行可能なサプ

ライチェーン計画の立案による全体最適化  

（４）サプライチェーン全体の納期回答による機会損失の

防止  

本ソリューションの実装により、Ｒ／３テンプレートＭ

ＥＬＥＢＵＳはＥＲＰのみならずＳＣＭ構築にも対応でき

るＥＲＰ／ＳＣＭソリューションに成長を遂げた。 

3.4 ｅビジネスを実現するＢｔｏＢ機能 

本ソリューションは、ｍｙＳＡＰ．ｃｏｍ対応の

ＳＲＭを活用して、インターネット経由での引き合

い・見積り・購買（直接材・間接材）等、一連の取

引業務を実現している。３．３で紹介したＡＰＯと

の連動やＲ／３の財務会計（ＦＩ）とも連動するこ

とで、業務効率向上を実現している。具体的事例を

図７に示す。 

４．む す び  

ＥＲＰパッケージＲ／３をベースとした当社のＥＲＰ／Ｓ

ＣＭソリューションは、Ｒ／３テンプレートＭＥＬＥＢＵ

Ｓを核として、基幹系を中心とした企業内業務機能及び企

業間取引業務の最適環境を、短期間で構築することを可能

とした。 

 また,当社は、ＥＲＰ事業を伸ばすために、自社体制強

化に加えて協業パートナーとの連携体制にも取り組んでい

る。２０００年と２００２年には優れた導入実績に与えら

れるＳＡＰ社「AWARD OF EXCELLENCE」も受賞した。 

 Ｒ／３は、２００３年にＥｎｔｅｒｐｒｉｓｅ版がリリ

ースされ、アーキテクチャーも完全なインターネット対応

となる。Ｒ／３もユビキタス社会に向けた対応が強化され

る中、ＭＥＬＥＢＵＳも中堅・中小企業にも十分対応でき

る有用なＥＲＰ／ＳＣＭテンプレートを目指して、ｅビジ

ネス対応強化、業種レパートリの拡充、販売会社向けテン

プレート「Diamond Navigator」などを計画中である。 

（注１）“SAP”，“R/3”，“mySAP.com”，“APO”，“BW”その他記載のすべてのSAP製品名はSAP AGの商標または登録商標です。 

（注２）“MELEBUS”は、三菱電機(株)の登録商標です。 

（注３）“ADEXA”，“Pro/Engineer”，“WorkManager”，“KOMUC”，“EXCEED”は各社の商標または登録商標です。 
 


